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ふり l: 叶〗急
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話 世 界を構成する逸話の中、蕗伴は基 本 的には史料に則りながらも
、あらめる史料を網羅することを企てたわけでは








うであり、 い ず れ も 保 胤 寂 心の才能や人徳を掲揚するものである。
これに対して、露伴が明らかに披見していながら省略し
てしまった逸話に、寂心の度の過ぎた道心のもたらしたものがある。
右表の⑥ ⑱ の よ う な 彼 の 道 心 の 深 さ を 証 す る 逸 話
が 記 さ れ た 『 今 昔 物 語 』 巻 第 十 九 「内記慶滋ノ保 胤 出 家語 第 三 」には、「石蔵 卜
云 フ 所 二 住 ケ ル 時 キ ニ 、 冷 ミ 過 シ
テ腹解ニケリ」と始められる逸話が最終部分 設脱され、厠 で 犬に語りかける寂心の姿が叙述されて いる。寂心の廃拙物を食ぺようとする老犬を父母と呼び、「我ガ父 母 卜 絡返 ｀ ン 成 リ 坐 タ ル 身 二 、 此 ル 不 浄 ノ 物 ヲ 令 食 進 ラ ム 、 極 メ テ添 キ 事 也 」と言って御馳 走 を 調 え て やると、他の多くの犬が集まっ て 来 て 喧 々 甜 々の騒動となる。この逸話 記した後ズ「昔物語 」 は 「 隣ノ房ノ法師此 ヲ 見 テ 咲 と ケ リ 。 智 リ
i 
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ノ家二至タリケルニ、呼ピ上テ底二居ヘテ、芙瞑ヲ儲テ令食ムト為ルニ、簾ヲ巻上タル内二、服物吉キ女居タリ。見レパ、我ガ昔シ去リニシ災也ケリ。女ノ云ク、「彼ノ乞句、此クテ乞食セムヲ見ムト思ヒシヲ」卜云テ見合セクルヲ 寂照恥シト思タル気色モ無ク テ、「穴只」卜云テ、持来タル霰吉ク食テ、返ニケリ。極テ難有キ心也ケリ。道心堅 発ニケレパ、
此ル外通二
モ伯 モ不騒スシテ、負ク也ケリ。
露伴は、寂照とその先変との再会という場面を叙述する
際、
r今昔物語」の右の記述からその枠組みを中心実に取り
入れているが、頻を見合わせたふたりの確執は、明らかに函伴の独自の箪に拠るものである。
寂照は女を見た。女
も寂照を見た。眼と眼とは確か
に見合せた。女は正しく寂照が三河守定廷であった時に逐出した其女であった。女の眼の中には無世なものがあった。怨恨の硝氣のやうなも
のもあった、勝利を
衿るや？‘
のもあっ
た、冷やかなものもあった、甚だ
しい軽蔑もあった、蛭蔑し濶倒し去って 哀れみのやうなものもあっ
た、猶自己が不幸に沈治してゐる苦痛
を味はひ
かへして居るが如きもの
もあ
った、又其の反
針に飽までも他を瑚りさいなむやうな、氷でゞも出来た利刃の如きものもあって、それは定基の身憫のあらゆるところ 深＜／＼剤りまはらうとした。（中略）そし
て女は極めて緩く鈍く湖笑ひに笑った。それは笑
ひといふべきものであったか、何であ
っ
たか分らぬ、
如何なる書にも彫刻にも無い、妖異で瑛惨なものであった。
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定基が定基であったなら、
一石が地水に投ぜられた
のであったから
、
波濶倫額はこAに生ぜずには涜まな
かったらう。
然し寂照は寂照であ
った
、
烏彩が地上に
墜ちたのみであったから、
白頻緑蒲、
かつて動かずで
あった
。
今は六波羅密の苅い衣に身を槻ら
れて
、
風の
射る箭もとほらざる境界に在るものであった。
忍辱波
羅密、
祠波羅密、
般若波羅密の自然の動きは、
遥り来
る魔築をも毒箭をも容易に遥断し消融せしめた
。
寂照
はた
ゞ固やかに合掌し
た。
諸佛菩薩の虚空に充裔して
居られて此方を賑て
ゐら
るヽに射
し、
奉恩謝徳の念の
みの湧き上るに任
せた。
我に吹掛け
る火嵌の大熱は、
それ
だけ彼女の身を
去つて彼女に消涼を興へるわけに
なった。我に射掛く 利箭の毒は、
それだけ彼女の悛
を出でて彼女の胸衷を消浄にする
ことになった。
我を
切り、
突き、
刻らんとする一切兇悪の刀柏剣戟の類は、
我に獨れんとする
に嘗つて、
其の刃頭が皆妙菰華の苔
となって地
に蕗つるを観た。
施行の食は彼の我に典ふ
るに
よっ
て彼の招波羅密を成じ、
我の彼に受けて酬ゐ
るに法を興ふ
るを以てするの故に、
我の梱波薙密を成
じ、
速疾得果の妙用を現ずるを観た。
続く第三十九段で、
露伴は次のように筆を進
める
。
「今昔物語」では、
かつての夫の乞立する姿を嘲笑する
妻を「外道」と規定し、
その安に対して「穴貨」と言’った
寂照の態度を「極テ難有キ心也ケリ」と対比的に賞拗することが主眼である。
この扁俯伝故の展開に比して、
人閻存
在の内奥に徹した露伴の筆は、
このふたりの再会を通して
人間性 機微を描破してい
る。
露伴は、
寂照の立楊と心俯
のみならず、
その炭の立場と心惜をも凝視してい
たのであ
る
。確執葛藤の挙句の離別、
言辞にし難い「無低」な心情を、
だが露伴は登き写そうとする。
女の「眼の中」を様々に表
1ー3
現する時、
漸暦的に「人間世界の買相」「娑婆世界の町相
J
I 
の高みにまで
達し
、
続く寂照の行為を
記した箇所では
、
高
僧伝的発想と表現を用いて
いるかのように見せながら、
実
際には、
現実超越の仏界ではなく、
人間世界に根ざす実相
を描破するという止楊 為され
ている
と言えるだろう。
因みに、
露伴が
寂照のみならず吸の側にも視線を注い
で
いたことは、
渡宋に際して寂照が法築八講を行なったこと
を記す第四十
三段で、
「席には無論に匡衡も参してゐたら
う、
赤染右衛門も居たらう。
ただ彼の
去られ
た我が猶生き
てゐて此謁の参渠に来合せたか否やは、
知る由も無い」と
いうように、
定基夫婦の確執に幽与した匡衡、
赤染右術門
と共に、
その妻の存在にも触れられていることからも証さ
れるであろう。
以上の箇所からも、
露伴が「連后記」一筒で怠図したと
ころ
のものが、
古色を術びた説話そのもので
はなく、
普辿
的な人間の生を浮き
彫りにすること
であったことが憑知さ
れる。
さて、
以上の執筆意図とOO連して、蕗伴はどのように作
品化しているかを多少徹視的に検討し
てみる
と、
史料への
忠誠を装いながら、
作家としての衝動が一点の改変を為さ
しめ、
新たな性命が付与された人間俊を創出せしめた例が
挙げられる。
たとえば、寂照が渡宋した翌年、
八十七歳で入滅した噌
賀の逸話は第四十四段に記されているが‘
r今皆物布叩」咎
第十二「多武條噌賀上人語第三十三」の記述を逐語訳的に祖述しており殆ど手を加えていな 。
しかし、
一箇所だけ
改変部分がある。
それは、
噌位が臥終に甥の在久と碁を打
、、
、
つ部分で「今苗物語
」
では「r碁
l秤打タム」卜弱気二云
ヘパ」となってい
るがr迎屎記」では「碁一局打たう、
と
、
、
、
春久に挑んだ」（傍点はいずれも引用者）として る。
こ
れは、
瀕死の状態にある噌賀の弱々しさを、
露伴が最後の
生命の燃焼している姿に改めたことを示す例であ
説話として残存する人間像は、
露伴の解釈と裁断によっ
六
て、
寄せ木細工の域を超越し、
現代人に通ずる笹迫性を具
備することにな
ったのであり、
増賀の臨終の例などは、
生
命力を確信した露伴の最
たる所であろう
。
「連閃記」には、
力壽、
寂心、
増賀、寂照、
丁糾五人の
死が宙かれており、
人間の死を困い
た小説であると塩谷絞
氏は営う
（註
5
)
。「生は相憐み死は相捐つ」その死を書
くことが、
露伴の主眼目であったとい
うのである。
そして
実際、
それらの死は
「
連閲
記
」の織り成す世界の中で珠玉
の如く錬められ、
「製の上にはるかに
発の音すなり人や聞
くらんそら耳かもし」
という辞世を残して「莞溺として微
笑して終った」（第四十八段）寂照の死の叙述などは、その死を甚くことが眼目であると言う
のを否めない力を持っ
ている。
しかし前述した如く、
蕗伴の叩が深く人間性の機微に至
り、
その生の真実相を描き出す際に栢細を放っていること
も又る定できない。
しかも
蕗伴は死という現実を生の延長
上に把え、
それぞれの「屎」を完結させておきながら、
そ
れら、
諸人物の迎閑図は、
蕗伴に
よる人間世界の広壮な見
取り因の坐を為すことになる。
-114-
ここに、
寂照が宋の地で交友を持っ
た丁聞と
いう人
物の、
厳然毅然と死を迎える姿で『連環記』一篇が終結していることの意味が存しはしないだろうかc保胤寂心と定碁寂照を中心に彼ら 「連環」する人物の相関図を
記
したとされる
r
迎即
記
」
に
おいて、
一見余分に思える丁謂の死の叙述は
、ま
してやそ
の死の叙述で作品世界を閉じるこ
とには、
それなりの理由
が存した筈であろ
う。
〔路伴
は、
ふた
りの人物の発心と往生、
そして彼らにまつわる人物の逸話を裁断して「人間世界の
．宜
相」を描破しようとし
た。
宋人
丁訓の死で作品批界を終
結することは
、
単に寂照の死で完結するより
も、
更に無限
級数的な「迎印」を現前せしめることになり
はしな
いだろ
)。
．っ
カかくして「連応記 は、
露伴
によ
って繰り広げら
れた一
巻の曼陀羅絵巻であった
。そ
の絵巻は、
七十三歳という年
齢の人生の逹人たる露伴
によ
って、
史料を踏えながらも、
．それに囚われることなく
、自
由に、
気儘に描かれていった。
だが、
その気儘さの背後には、
高僧伝の類のモノクローム
には決して見られない、
照欧すぺき梢緻な「連菜」が厳存
していた。「緑」という洒落たレトリ
カル
・テーマの背後
には、
「人間世界の宜相」を描破しようとした蕗伴の煩眼
が怒んでいたのである。
そして、
彼の煽眼は、
平安時代中期という固有の時代を
（神戸大学大学院文化学研究科栂士課程）
薯返的な
人閻世界へと辺尤し、
時の跳果を凌ぐ「匹相」と
して「辿閃記
J
In
を捉出し得た1更には、
単に歴史の
中に人生の普遥的m火を指摘したのみならず、
「辿g」と
いう芸術的形象において典型化し得 である。（註1)『連閑記
J
は「日本評論」の昭和十五年六月号と
七月号に分載された。
（註
2)
「連屈記」の出典に関しては、
山本健吉氏「硲伴
•
r辿閑記」頌 （「漱石・啄木ふ郎伴」所収）と
前田愛氏「連屈記」（「国文学」第十九巻第三号附49.
8)に提示されてい
る。
（註
3)
露伴の「連珀閲」に
ついては、村田寿美氏元～伴の
r迎閑体」について」（「女子大国文」昭43.10)に詳細に論じられている。
（註4)（註
2)
参照
（註
5
)
「
幸田露伴」下
（中央公論社）
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